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まつのやま（㈲

　　　　　　　絶蕪鷺
　
　
　
、
’
・
〆

罐轡－
讐
％
、

　
　
　
　
　
～

う
さ
ぎ
と
お
は
な

わたなべじゅんくん
　　／くンやさん

ア店る戯
噺〉▽現．ド

あいだりかさん
あいざわみちよさん

わたしとはな

N
H
K
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

　
囲
碁
な
ど
三
卜
七
講
座
で
す
。

○
申
し
込
受
付
　
八
月
卜
症
日
～

　
卜
j
－
「
、
」
－

▽
海
外
在
住
者
コ
ー
ス
（
通
信
講

　
座
）

　
海
外
在
住
の
社
会
人
、
育
少
年

　
が
〈
生
涯
学
習
講
座
〉
　
〈
高
校

　
の
教
養
コ
ー
ス
V
を
通
信
講
座

　
で
学
習
し
ま
す
．

○
巾
し
込
受
付
　
八
月
卜
κ
日
か

　
ら
で
す
．

▼
詳
し
い
案
内
書
を
こ
希
望
の
方

　
は
、
お
近
く
の
N
H
K
ま
た
は

〒
一
八
六

來
京
都
国
立
市
富
L
見
台
二
－

　
三
六
　
N
H
K
学
園
八
E
六
卜

　
一
係
に
、
講
座
名
お
よ
び
あ
な

　
た
の
郵
硬
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

　
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
人
し

　
て
請
求
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ

　
る
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
番
号
は
、
〇
四
二
五
ー
し

　
二
ー
一
…
二
五
一
で
す
。

　
案
内
書
は
無
料
で
す
。

▼
八
月
の
で
き
ご
と

10531
HHH日

20　1815　14
日　　1、｛　日　　日

31　29　28　26　24

日HHHH
松
之
山
町
農
協
合
併
式

選
挙
管
理
委
員
会

議
会
臨
時
会

町
長
　
町
議
立
候
補
予
定

．
者
説
明
会

成
人
式

真
夏
の
嘗
ま
つ
り

部
落
総
代
会

町
長
・
町
議
立
候
補
届
事

前
審
査
．

選
挙
告
示
日

選
挙
管
理
委
員
会

投
開
票
事
務
打
合
せ
会

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

当
選
証
書
交
付
日

農
業
委
員
会
総
会

▼
九
月
の
予
定

1
口2

H
3
H 老

人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
会

農
地
流
動
化
推
進
貝
会
議

　
（
休
養
村
セ
ン
タ
i
）

7
日
　
臨
時
議
会

28
日
　
議
会
定
例
会

（
2
9
日
ま
で
）

　
夏
の
暑
さ
と
と
も
に
や
っ
て
来

た
選
挙
。
町
議
会
議
貝
の
選
挙
は
、

議
員
定
数
四
人
減
と
い
う
影
響
を

受
け
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
が

無
投
票
の
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
票

が
読
め
ず
、
ど
の
候
補
者
も
苦
労

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
上
に
か
く
、
十
六
名
の
新
議
員

が
誕
生
し
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
問

町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く

事
に
な
り
ま
し
た
。
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
季
節
は
す
っ
か
り
秋
。

選
挙
フ
ィ
ー
バ
ー
が
終
わ
っ
て
ホ

ッ
と
す
る
問
も
な
く
ハ
セ
掛
け
、

稲
刈
り
に
と
忙
が
し
い
毎
日
で
す
。

ケ
ガ
な
ど
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

　
稲
と
い
え
ば
今
年
は
比
較
的
天

候
に
恵
ま
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

作
況
指
数
一
〇
三
と
や
や
良
と
い

う
予
想
が
出
て
い
ま
す
。
豊
作
は

あ
り
が
た
い
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
米
の
値
段
が
下
が
る
の
は
困
り

ま
す
ね
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
7
年
9
月
号
□
毎
月
－
回
－
o
日
発
行

”
口
発
行
／
松
之
山
町
麿
⑥
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

議
　　　　聞

　　　　慨
　　　4　　　　　　　一

㌻
診
ぎ
華
．

騨

輝響馨』事、ρ　難鰐

1戚鱗鹸
10月1日現在　口総人口4，165人（一3）［コ男2，038人（二

（　）内は9月1日との比較



⑥まつのやま

一般会計補正予算（第4回）

7，782万4千円追力口

総
額
二
七
億
六
、
三
四
三
万
五
千
円
に

　
九
月
定
例
議
会
（
六
二
年
第
六
　
　
出
来
た
露
天
風
呂
の
管
理
及
び
設

回
）
が
、
九
月
二
十
八
・
二
卜
九
　
　
置
の
条
例
制
定
。
中
尾
の
集
落
開

日
の
二
H
間
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
　
　
発
施
設
の
新
築
に
よ
る
条
例
改
正

れ
た
九
議
案
及
び
選
任
二
件
が
原
　
　
な
ど
で
し
た
。

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
の

　
議
案
の
主
な
も
の
は
、
昭
和
六
　
　
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
町
偵

十
一
年
度
の
一
般
・
国
民
健
康
保
　
　
の
管
理
基
金
の
積
、
紘

に
二
、
○
○

険
な
ど
三
特
別
会
計
の
決
算
、
及
　
　
O
万
。
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

び
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
・
　
　
の
自
然
確
保
の
た
め
土
地
買
L
代

国
保
特
別
会
計
の
補
正
。
兎
口
に
　
　
と
し
て
一
二
八
万
し
モ
円
が
。
松

総
務
費

。
中
央
駐
卓
場
生
コ
ン
舗
装

　
（
二
二
四
㎡
）
　
一
〇
〇
万
円

・
中
学
校
周
辺
土
地
買
上
代

　
　
　
　
　
　
　
一
二
k
～
玉

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ノ
ノ
ド

・
町
偵
管
理
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

民
生
費

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
（
豪
雪
基
金
へ
）
三
〇
〇
万
円

。
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
補
助

　
金
（
三
分
の
二
）
一
三
三
万
円

農
林
水
産
業
費

・
林
道
整
備
委
託
料
コ
ニ
几
万
円

・
林
道
菱
ケ
岳
線
舗
装
（
し
O
O

　
m
）
　
　
　
一
、
二
四
四
万
円

・
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
（
藤
倉
地
区
川
水
材
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
万
円

商
工
費

・
ス
キ
ー
場
水
路
修
繕
及
び
ゲ
レ

　
ン
デ
川
ス
ノ
ー
マ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
又
、
L
．
J
J

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
，
ソ
ー

土
木
費

・
束
川
藤
倉
天
水
越
線
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

教
育
費

・
松
之
山
小
学
校
改
築
に
と
も
な

兎
口
露
天
風
呂
が
完
成

　
　
十
五
日
よ
り
一
般
開
放

▽
一
、
二
七
〇
万
円
の
経
費
を
か

　
け
工
事
を
進
め
て
い
た
「
兎
口

　
露
天
風
呂
」
が
完
成
し
、
そ
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
温
泉
委
員
会
の
委
員
数
が
、
議

　
会
議
員
数
の
減
少
に
よ
り
十
二

名
か
ら
ト
名
に
減
少
さ
れ
ま
し

た
。

▽
中
尾
に
新
し
く
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
が
設
泄
さ
れ
、
松
之
山
集

落
開
発
施
設
に
追
加
さ
れ
ま
し

　
た
．

▽
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
字

　
の
変
更
に
つ
い
て

・
天
水
島
字
タ
ッ
マ
の
一
部
が
天

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

工松う
事之事
費山業
　／j・費
　“1補
　校助
　舎
二取二
〇り二
〇こ（）
万わ万
円し円

災
害
復
旧
費

・
町
道
松
代
松
之
山
線
・
大
荒
戸

　
小
谷
線
　
　
一
、
八
八
O
万
円

之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
の
補
助
金

ご
二
三
万
四
r
円
。
林
道
菱
ケ
．
岳

線
の
舗
装
に
一
、
二
四
四
万
円
。

ま
た
、
松
之
山
小
学
校
改
築
に
よ

る
各
雅
業
補
助
金
と
し
て
二
二
〇

万
円
。
旧
校
舎
取
り
こ
わ
し
工
肇

費
二
〇
〇
万
円
が
、
そ
れ
ぞ
れ
補

亜
さ
れ
ま
し
た
。
町
道
の
災
害
復

旧
費
と
し
て
松
代
松
之
山
線
・
大

荒
戸
小
谷
線
に
一
、
八
八
O
万
円

が
補
正
さ
れ
る
な
ど
、
総
額
で
七

七
八
二
万
四
壬
円
が
追
加
補
正
さ

れ
ま
し
た
。

まつのやま（2）

　
そ
の
ほ
か
、
教
育
委
貝
会
委
貝

に
本
山
秀
昭
氏
（
現
教
育
長
）
が

再
任
さ
れ
、
ま
た
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
天
水
越

佐
藤
正
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

一
般
質
問
に
は
、
柳
靖
治
・
田

辺
慎
一
・
高
橋
英
一
・
田
辺
尚
二

の
四
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
長

の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

藷議養罐さ難が再選され・

．∠虚

初議会風景。田辺一夫氏によって進められました。

　　各常任委員会名簿
委貝会名 氏　　　　名 備　　考

総務民生

　6人

◎村山　正英 委員長
．o村山　里志 副委員長

本山　一夫

柳　　靖治

田辺　尚二

佐藤　大治 辞　　退

建　　　設

　5人

◎高橋平八郎 委員長
○　関谷　　勲 副委員長

相沢　良三

田辺　一夫

高橋　定安

産業経済

　5人

◎佐藤　利幸 委員長
o　田辺　慎一 副委員長

小野塚保夫

高橋　英一
南雲　得郎

　
九
月
五
日
で
任
期
満
了
と
な
り

選
挙
に
よ
っ
て
十
六
名
の
新
議
員

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
初
議

会
（
臨
時
会
）
が
几
月
七
日
に
行

わ
れ
、
議
会
構
成
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
は
、
最
年
長
議
貝
・

田
辺
一
夫
氏
に
よ
っ
て
招
集
・
進

行
（
仮
議
長
）
さ
れ
、
議
長
・
副

議
長
の
選
出
、
議
席
の
指
定
、
各

常
任
委
員
会
委
員
の
指
名
な
ど
が

そ
の
主
な
内
容
で
し
た
．

　
最
初
に
行
わ
れ
た
議
長
選
挙
で

は
、
佐
藤
大
治
氏
が
多
く
の
支
持

を
得
て
再
選
さ
れ
、
議
長
と
し
て

四
期
目
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
次
に
行
わ
れ
た
副

議
長
選
挙
で
も
田
辺
一
夫
氏
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
民
生
・
建
設
・
産
業
経
済

の
各
常
任
委
貝
会
の
指
名
に
つ
い

て
は
表
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
議
長
は
、
ど
の
委
員
会
に

も
出
席
出
来
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
一
H
一
、
総
務
民
生
委
員

会
に
所
属
し
、
そ
の
後
辞
退
し
ま

し
た
．

　
こ
の
議
会
で
は
こ
の
他
に
、
議

員
選
出
に
ょ
る
「
町
農
業
委
員
会

委
員
」
及
び
「
町
監
査
委
員
」
の

推
薦
7
選
任
が
行
わ
れ
、
農
業
委

員
に
は
相
沢
良
三
氏
が
。
監
査
委

員
に
は
高
橋
定
安
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議会選出各委員名

農業委員会

委　　員

町監査委員

相沢良三

高橋定安

ー
ζ
創
ー
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一般会計補正予算（第4回）

7，782万4千円追力口

総
額
二
七
億
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、
三
四
三
万
五
千
円
に

　
九
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定
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議
会
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六
二
年
第
六
　
　
出
来
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露
天
風
呂
の
管
理
及
び
設

回
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が
、
九
月
二
十
八
・
二
卜
九
　
　
置
の
条
例
制
定
。
中
尾
の
集
落
開

日
の
二
H
間
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
　
　
発
施
設
の
新
築
に
よ
る
条
例
改
正

れ
た
九
議
案
及
び
選
任
二
件
が
原
　
　
な
ど
で
し
た
。

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
の

　
議
案
の
主
な
も
の
は
、
昭
和
六
　
　
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
町
偵

十
一
年
度
の
一
般
・
国
民
健
康
保
　
　
の
管
理
基
金
の
積
、
紘

に
二
、
○
○

険
な
ど
三
特
別
会
計
の
決
算
、
及
　
　
O
万
。
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

び
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
・
　
　
の
自
然
確
保
の
た
め
土
地
買
L
代

国
保
特
別
会
計
の
補
正
。
兎
口
に
　
　
と
し
て
一
二
八
万
し
モ
円
が
。
松

総
務
費

。
中
央
駐
卓
場
生
コ
ン
舗
装

　
（
二
二
四
㎡
）
　
一
〇
〇
万
円

・
中
学
校
周
辺
土
地
買
上
代

　
　
　
　
　
　
　
一
二
k
～
玉

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ノ
ノ
ド

・
町
偵
管
理
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

民
生
費

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
（
豪
雪
基
金
へ
）
三
〇
〇
万
円

。
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
補
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金
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三
分
の
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）
一
三
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円

農
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水
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費
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備
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几
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円
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岳
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し
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m
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四
万
円

・
町
単
土
地
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（
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水
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七
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円
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工
費
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場
水
路
修
繕
及
び
ゲ
レ

　
ン
デ
川
ス
ノ
ー
マ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
又
、
L
．
J
J

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
，
ソ
ー

土
木
費

・
束
川
藤
倉
天
水
越
線
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

教
育
費

・
松
之
山
小
学
校
改
築
に
と
も
な

兎
口
露
天
風
呂
が
完
成

　
　
十
五
日
よ
り
一
般
開
放

▽
一
、
二
七
〇
万
円
の
経
費
を
か

　
け
工
事
を
進
め
て
い
た
「
兎
口

　
露
天
風
呂
」
が
完
成
し
、
そ
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
温
泉
委
員
会
の
委
員
数
が
、
議

　
会
議
員
数
の
減
少
に
よ
り
十
二

名
か
ら
ト
名
に
減
少
さ
れ
ま
し

た
。

▽
中
尾
に
新
し
く
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
が
設
泄
さ
れ
、
松
之
山
集

落
開
発
施
設
に
追
加
さ
れ
ま
し

　
た
．

▽
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
字

　
の
変
更
に
つ
い
て

・
天
水
島
字
タ
ッ
マ
の
一
部
が
天

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

工松う
事之事
費山業
　／j・費
　“1補
　校助
　舎
二取二
〇り二
〇こ（）
万わ万
円し円

災
害
復
旧
費

・
町
道
松
代
松
之
山
線
・
大
荒
戸

　
小
谷
線
　
　
一
、
八
八
O
万
円

之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
の
補
助
金

ご
二
三
万
四
r
円
。
林
道
菱
ケ
．
岳

線
の
舗
装
に
一
、
二
四
四
万
円
。

ま
た
、
松
之
山
小
学
校
改
築
に
よ

る
各
雅
業
補
助
金
と
し
て
二
二
〇

万
円
。
旧
校
舎
取
り
こ
わ
し
工
肇

費
二
〇
〇
万
円
が
、
そ
れ
ぞ
れ
補

亜
さ
れ
ま
し
た
。
町
道
の
災
害
復

旧
費
と
し
て
松
代
松
之
山
線
・
大

荒
戸
小
谷
線
に
一
、
八
八
O
万
円

が
補
正
さ
れ
る
な
ど
、
総
額
で
七

七
八
二
万
四
壬
円
が
追
加
補
正
さ

れ
ま
し
た
。

まつのやま（2）

　
そ
の
ほ
か
、
教
育
委
貝
会
委
貝

に
本
山
秀
昭
氏
（
現
教
育
長
）
が

再
任
さ
れ
、
ま
た
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
天
水
越

佐
藤
正
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

一
般
質
問
に
は
、
柳
靖
治
・
田

辺
慎
一
・
高
橋
英
一
・
田
辺
尚
二

の
四
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
長

の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

藷議養罐さ難が再選され・

．∠虚

初議会風景。田辺一夫氏によって進められました。

　　各常任委員会名簿
委貝会名 氏　　　　名 備　　考

総務民生

　6人

◎村山　正英 委員長
．o村山　里志 副委員長

本山　一夫

柳　　靖治

田辺　尚二

佐藤　大治 辞　　退

建　　　設

　5人

◎高橋平八郎 委員長
○　関谷　　勲 副委員長

相沢　良三

田辺　一夫

高橋　定安

産業経済

　5人

◎佐藤　利幸 委員長
o　田辺　慎一 副委員長

小野塚保夫

高橋　英一
南雲　得郎

　
九
月
五
日
で
任
期
満
了
と
な
り

選
挙
に
よ
っ
て
十
六
名
の
新
議
員

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
初
議

会
（
臨
時
会
）
が
几
月
七
日
に
行

わ
れ
、
議
会
構
成
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
は
、
最
年
長
議
貝
・

田
辺
一
夫
氏
に
よ
っ
て
招
集
・
進

行
（
仮
議
長
）
さ
れ
、
議
長
・
副

議
長
の
選
出
、
議
席
の
指
定
、
各

常
任
委
員
会
委
員
の
指
名
な
ど
が

そ
の
主
な
内
容
で
し
た
．

　
最
初
に
行
わ
れ
た
議
長
選
挙
で

は
、
佐
藤
大
治
氏
が
多
く
の
支
持

を
得
て
再
選
さ
れ
、
議
長
と
し
て

四
期
目
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
次
に
行
わ
れ
た
副

議
長
選
挙
で
も
田
辺
一
夫
氏
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
民
生
・
建
設
・
産
業
経
済

の
各
常
任
委
貝
会
の
指
名
に
つ
い

て
は
表
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
議
長
は
、
ど
の
委
員
会
に

も
出
席
出
来
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
一
H
一
、
総
務
民
生
委
員

会
に
所
属
し
、
そ
の
後
辞
退
し
ま

し
た
．

　
こ
の
議
会
で
は
こ
の
他
に
、
議

員
選
出
に
ょ
る
「
町
農
業
委
員
会

委
員
」
及
び
「
町
監
査
委
員
」
の

推
薦
7
選
任
が
行
わ
れ
、
農
業
委

員
に
は
相
沢
良
三
氏
が
。
監
査
委

員
に
は
高
橋
定
安
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議会選出各委員名

農業委員会

委　　員

町監査委員

相沢良三

高橋定安

ー
ζ
創
ー
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まつのやま（4）（5）まつのやま

　
水
越
字
栃
倉
に
。

雪
に
備
え
て
新
型
ロ
ー
タ
り
ー
除

　
雪
車
一
台
購
入

▽
財
産
の
取
得

。
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
（
N
R
六

　
五
四
H
型
三
〇
〇
P
S
級
）

　
　
二
、
七
一
二
万
五
千
円
で
、

　
　
㈲
山
崎
サ
ー
ビ
ス
よ
り
。

教
育
委
員
会
委
員
に
本
山
秀
昭
氏

　
を
再
任

▽
任
期
満
了
に
と
も
な
い
行
わ
れ

　
た
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、

　
現
教
育
授
の
本
山
秀
昭
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
．

▽
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
に
は
、
天
水
越
・
佐
藤
正

　
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計

に
お
け
る
当
初
予
算
額
は
、
二
三

億
九
、
九
八
一
万
七
千
円
で
し
た

が
、
そ
の
後
七
回
の
補
正
を
行
い

最
終
予
算
額
は
、
二
六
億
七
、
三

二
六
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
、
歳
入
が

二
五
億
七
、
八
九
八
万
二
千
円
。

歳
出
が
二
五
億
八
六
七
万
九
千
円

で
、
差
引
き
七
、
〇
三
〇
万
円
の

歳
入
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
伸
び
率
は
歳
入
で
四
・
四
％
。

歳
出
で
四
・
○
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

町
民
の
負
担
状
況
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
歳
入
の
中
の
税
収
入
・

税
外
収
入
合
わ
せ
て
三
億
九
、
七

九
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入

総
額
の
一
五
・
四
％
が
直
接
町
民

の
負
担
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
の
借
金
と
も
い
う
べ
き
町
債

は
、
六
十
㎝
年
度
末
現
在
二
六
億

四
、
二
三
三
万
円
に
達
し
、
町
民

一
人
当
た
り
に
す
る
と
六
三
万
円

の
借
金
を
抱
え
て
い
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
他
の
特
別
会
計
の
決
算
状

田『」一不兇　188，399T・1月　7．3％

分担金及び負担金
　　164，469丁一PL玉　6．4％

使用料及び手数料
　　　26，708丁・11】　1．O％

財産収入
　　　18，384T・1』j　o．7％

己沙▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
　
三
億
九
、
〇
三
〇
万
二

　
　
　
千
円
．

・
歳
出
　
三
億
七
、
五
一
三
万
五

　
　
　
千
円
．

昭和61年度

決算の内訳
祭

催開

田TL託負引匙

397，960『「

15．4％

　
一
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う

こ
と
を
通
し
て
町
民
こ
ぞ
っ
て
収

穫
の
喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受

し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
る
”
農
業
祭
”
。

　
早
い
も
の
で
今
年
で
六
回
目
を

迎
え
ま
す
．

　
今
年
は
十
月
二
十
五
日
の
日
曜

日
に
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
祭
の

中
身
も
少
し
づ
つ
新
し
い
も
の
が

取
り
入
れ
ら
れ
、
一
層
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
大
勢
の
方
か
ら
来
て
い
た
だ
き

　　繰越金など
　　141，157＝「・ド玉　5．5％

国庫支出金

羅粋
歳入県支出金

376，718｛・

14．6％

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
開
催
さ
れ
る
主
な
行
事

は
表
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
そ

の
中
で
目
新
し
い
も
の
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
と
、
　
”
松
之
山
町
特

産
漬
物
展
示
即
売
”
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
「
伝
え
て
ゆ
き

た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
し
で
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
の
漬
物
を
、

皆
さ
ん
に
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
展
示
・
即
売
す
る
も
の
で

す
。
是
非
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
松
之
山
の
民
芸

品
”
野
鳥
こ
け
し
”
の
工
作
実
演

が
行
わ
れ
ま
す
。
細
か
い
手
作
業

　地方交’付税
1，249，856丁・1二

　　　48．5％

総額25｛，意7，898万2千円

総務費
252，094T－1一η　10．0％

＼
　　　　　　　　　労働費他

　　　　　　　　　　5，491 丁｛』1　0．2％

　　　　　　　　　　　議会費54，476r一円2．2％

　　　　　　　　　　　　　消防費

　　　　　　　　　　　　　70，268丁・FLj　2．8％
　　　　　　衛生費
　　　　　　　79，424T4■1　3．2％

駕，二嘉3丁．円3．3％　v

▽
老
人
保
健
特
別
会
計

・
歳
入
　
二
億
四
、
八
五
一
万
円

・
歳
出
　
二
億
四
、
八
四
西
万
円

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
　
六
、
六
〇
九
万
三
千
円

・
歳
出
　
六
、
○
八
六
万
五
千
円

10月25日
農業祭プログラム

イ、農業祭部門

民生費
131，442T・P玉5．2％

か
ら
造
り
出
さ
れ
る
美
し
い
野
鳥

こ
け
し
。
な
か
な
か
見
れ
な
い
実

演
で
す
よ
．

　
今
で
は
あ
ま
り
作
ら
な
く
な
っ

た
“
あ
ん
ぼ
”
も
展
丞
即
売
さ
れ

ま
す
．

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
試
食
は
今
ま
で
も
行
っ
て

来
ま
し
た
が
、
今
年
は
”
妙
高
高

原
早
生
”
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
食
べ
ら
れ
た
事
あ
り
ま

す
か
？
　
是
非
、
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
．

　
以
上
は
、
農
業
祭
部
門
の
主
な

も
の
で
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
錦

行　　　　　事　　　　　　名 時　　　　間

10月25日（日）

（1）良質米共励会出品展示 9：00～15：00
同上表彰式 11：00～11：30

（2）野菜・牛肉即売会 9：00～

（3）特産漬物展示即売 9：00～

（4）わが家の味と香り展示会 9：00～13：00
同上　表彰式

（5）特産クラブ展示即売 9二〇〇～

（51）農機具展示即売会 9：00～15二〇〇

（7）野鳥こけし工作実演 10：00～14：00
（8）木工品展示即売 9：00～

（9）あんぽ展示即売 9：00～

（10）コシヒカリ・妙高高原早生 11：00～12：00

手打そば・もち試食会

（11）ポン菓子 9：00～

（12）もちつき大会 11：00～12：00
（13）食推展示 9二〇〇～13：00

（14）高齢者作品展示即売 9：00～

（15）錦鯉展示即売 9：00～

（16）農業祭鏡割り 10＝00～

11月24日（土）

錦鯉品評会 9：00～14：30
同　　表彰式 14：30～

　　　　　　　　　　　　　　土木費
　　　　　　　　　　　　　　357，482T。Pj

教育費　歳出　14・2％
320，115T＝「1］

12．8％

　　　　　　　　　　農林水産業費
　　　　公債費　　　　　594，416予円
　　　401，013・T｛■1　　　　　　　　23．7％

　　　　16．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　総額25億867万9千円

災害復旧費
159，895T－

　6．4％鯉
の
評
品
会
。
毎
年
、
歌
や
踊
り
、

歌
舞
伎
に
熱
演
が
見
ら
れ
る
芸
能

部
門
。
町
内
の
方
々
の
作
品
を
一

堂
に
集
め
て
の
美
術
作
品
展
な
ど
、

秋
の
一
日
を
充
分
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
盛
沢
山

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
全
員
連
れ
立
っ
て
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
．

　
追
伸
　
新
鮮
な
野
菜
を
安
く
手

に
入
れ
た
い
方
、
早
め
に
行
か
れ

た
方
が
い
い
み
た
い
で
す
よ
。

ロ、文化祭部門

行　　事　　名 期　　　　　日 時　　　　間

①芸詣祭 10月25日（日） 9：00～16：00

②美術作品展

10月24日（土）

10月25日（日）

10月26日（月）

9：00～17：00
9：00～17ゴ00

9：00～14：00
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まつのやま（4）（5）まつのやま

　
水
越
字
栃
倉
に
。

雪
に
備
え
て
新
型
ロ
ー
タ
り
ー
除

　
雪
車
一
台
購
入

▽
財
産
の
取
得

。
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
（
N
R
六

　
五
四
H
型
三
〇
〇
P
S
級
）

　
　
二
、
七
一
二
万
五
千
円
で
、

　
　
㈲
山
崎
サ
ー
ビ
ス
よ
り
。

教
育
委
員
会
委
員
に
本
山
秀
昭
氏

　
を
再
任

▽
任
期
満
了
に
と
も
な
い
行
わ
れ

　
た
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、

　
現
教
育
授
の
本
山
秀
昭
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
．

▽
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
に
は
、
天
水
越
・
佐
藤
正

　
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計

に
お
け
る
当
初
予
算
額
は
、
二
三

億
九
、
九
八
一
万
七
千
円
で
し
た

が
、
そ
の
後
七
回
の
補
正
を
行
い

最
終
予
算
額
は
、
二
六
億
七
、
三

二
六
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
、
歳
入
が

二
五
億
七
、
八
九
八
万
二
千
円
。

歳
出
が
二
五
億
八
六
七
万
九
千
円

で
、
差
引
き
七
、
〇
三
〇
万
円
の

歳
入
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
伸
び
率
は
歳
入
で
四
・
四
％
。

歳
出
で
四
・
○
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

町
民
の
負
担
状
況
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
歳
入
の
中
の
税
収
入
・

税
外
収
入
合
わ
せ
て
三
億
九
、
七

九
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入

総
額
の
一
五
・
四
％
が
直
接
町
民

の
負
担
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
の
借
金
と
も
い
う
べ
き
町
債

は
、
六
十
㎝
年
度
末
現
在
二
六
億

四
、
二
三
三
万
円
に
達
し
、
町
民

一
人
当
た
り
に
す
る
と
六
三
万
円

の
借
金
を
抱
え
て
い
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
他
の
特
別
会
計
の
決
算
状

田『」一不兇　188，399T・1月　7．3％

分担金及び負担金
　　164，469丁一PL玉　6．4％

使用料及び手数料
　　　26，708丁・11】　1．O％

財産収入
　　　18，384T・1』j　o．7％

己沙▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
　
三
億
九
、
〇
三
〇
万
二

　
　
　
千
円
．

・
歳
出
　
三
億
七
、
五
一
三
万
五

　
　
　
千
円
．

昭和61年度

決算の内訳
祭

催開

田TL託負引匙

397，960『「

15．4％

　
一
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う

こ
と
を
通
し
て
町
民
こ
ぞ
っ
て
収

穫
の
喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受

し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
る
”
農
業
祭
”
。

　
早
い
も
の
で
今
年
で
六
回
目
を

迎
え
ま
す
．

　
今
年
は
十
月
二
十
五
日
の
日
曜

日
に
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
祭
の

中
身
も
少
し
づ
つ
新
し
い
も
の
が

取
り
入
れ
ら
れ
、
一
層
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
大
勢
の
方
か
ら
来
て
い
た
だ
き

　　繰越金など
　　141，157＝「・ド玉　5．5％

国庫支出金

羅粋
歳入県支出金

376，718｛・

14．6％

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
開
催
さ
れ
る
主
な
行
事

は
表
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
そ

の
中
で
目
新
し
い
も
の
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
と
、
　
”
松
之
山
町
特

産
漬
物
展
示
即
売
”
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
「
伝
え
て
ゆ
き

た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
し
で
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
の
漬
物
を
、

皆
さ
ん
に
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
展
示
・
即
売
す
る
も
の
で

す
。
是
非
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
松
之
山
の
民
芸

品
”
野
鳥
こ
け
し
”
の
工
作
実
演

が
行
わ
れ
ま
す
。
細
か
い
手
作
業

　地方交’付税
1，249，856丁・1二

　　　48．5％

総額25｛，意7，898万2千円

総務費
252，094T－1一η　10．0％

＼
　　　　　　　　　労働費他

　　　　　　　　　　5，491 丁｛』1　0．2％

　　　　　　　　　　　議会費54，476r一円2．2％

　　　　　　　　　　　　　消防費

　　　　　　　　　　　　　70，268丁・FLj　2．8％
　　　　　　衛生費
　　　　　　　79，424T4■1　3．2％

駕，二嘉3丁．円3．3％　v

▽
老
人
保
健
特
別
会
計

・
歳
入
　
二
億
四
、
八
五
一
万
円

・
歳
出
　
二
億
四
、
八
四
西
万
円

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
　
六
、
六
〇
九
万
三
千
円

・
歳
出
　
六
、
○
八
六
万
五
千
円

10月25日
農業祭プログラム

イ、農業祭部門

民生費
131，442T・P玉5．2％

か
ら
造
り
出
さ
れ
る
美
し
い
野
鳥

こ
け
し
。
な
か
な
か
見
れ
な
い
実

演
で
す
よ
．

　
今
で
は
あ
ま
り
作
ら
な
く
な
っ

た
“
あ
ん
ぼ
”
も
展
丞
即
売
さ
れ

ま
す
．

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
試
食
は
今
ま
で
も
行
っ
て

来
ま
し
た
が
、
今
年
は
”
妙
高
高

原
早
生
”
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
食
べ
ら
れ
た
事
あ
り
ま

す
か
？
　
是
非
、
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
．

　
以
上
は
、
農
業
祭
部
門
の
主
な

も
の
で
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
錦

行　　　　　事　　　　　　名 時　　　　間

10月25日（日）

（1）良質米共励会出品展示 9：00～15：00
同上表彰式 11：00～11：30

（2）野菜・牛肉即売会 9：00～

（3）特産漬物展示即売 9：00～

（4）わが家の味と香り展示会 9：00～13：00
同上　表彰式

（5）特産クラブ展示即売 9二〇〇～

（51）農機具展示即売会 9：00～15二〇〇

（7）野鳥こけし工作実演 10：00～14：00
（8）木工品展示即売 9：00～

（9）あんぽ展示即売 9：00～

（10）コシヒカリ・妙高高原早生 11：00～12：00

手打そば・もち試食会

（11）ポン菓子 9：00～

（12）もちつき大会 11：00～12：00
（13）食推展示 9二〇〇～13：00

（14）高齢者作品展示即売 9：00～

（15）錦鯉展示即売 9：00～

（16）農業祭鏡割り 10＝00～

11月24日（土）

錦鯉品評会 9：00～14：30
同　　表彰式 14：30～

　　　　　　　　　　　　　　土木費
　　　　　　　　　　　　　　357，482T。Pj

教育費　歳出　14・2％
320，115T＝「1］

12．8％

　　　　　　　　　　農林水産業費
　　　　公債費　　　　　594，416予円
　　　401，013・T｛■1　　　　　　　　23．7％

　　　　16．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　総額25億867万9千円

災害復旧費
159，895T－

　6．4％鯉
の
評
品
会
。
毎
年
、
歌
や
踊
り
、

歌
舞
伎
に
熱
演
が
見
ら
れ
る
芸
能

部
門
。
町
内
の
方
々
の
作
品
を
一

堂
に
集
め
て
の
美
術
作
品
展
な
ど
、

秋
の
一
日
を
充
分
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
盛
沢
山

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
全
員
連
れ
立
っ
て
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
．

　
追
伸
　
新
鮮
な
野
菜
を
安
く
手

に
入
れ
た
い
方
、
早
め
に
行
か
れ

た
方
が
い
い
み
た
い
で
す
よ
。

ロ、文化祭部門

行　　事　　名 期　　　　　日 時　　　　間

①芸詣祭 10月25日（日） 9：00～16：00

②美術作品展

10月24日（土）

10月25日（日）

10月26日（月）

9：00～17：00
9：00～17ゴ00

9：00～14：00



ー
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まつのやま（6）

う
ち
の
町
に
も

”
露
天
風
呂
”
が

　
松
之
山
に
も
待
望
の
露
天
風
呂

が
完
成
し
、
多
く
の
町
民
及
び
観

光
客
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
数
年
前
に
兎
口
部
落

の
上
部
で
石
汕
の
試
掘
を
し
た
際

に
、
副
産
物
と
し
て
出
た
お
湯
の

有
効
利
用
を
日
的
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
折
り
か
ら

の
温
泉
ブ
ー
ム
に
よ
る
観
光
客
の

増
加
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
露
天
風
呂
の
名
称
及
び
場

10目12日
待望のオーブン

出
来
た
ぞ
～
。

所
は
、
　
”
松
之
山
町
兎
口
露
天
風

呂
”
と
い
い
、
植
木
屋
旅
館
隣
の

ぶ
な
林
の
一
角
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
露
入
風
呂
の
利
川
で
き
る

期
問
は
、
四
月
ド
句
か
ら
ト
月
末

ま
で
で
、
時
問
は
、
朝
し
時
か
ら

夜
八
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
浴
料
は
一
回
三
〇
〇
円

必
要
（
来
年
四
月
か
ら
実
施
）
と

な
り
ま
す
が
、
町
民
に
は
、
当
初

一
名
に
つ
き
、
一
枚
の
無
料
利
川
券

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

　
卜
月
卜
、
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す

る
露
友
風
呂
に
は
、
町
内
の
お
年

寄
り
が
三
日
問
に
わ
た
り
招
待
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
い
っ
ば
い
は
、
無
料
開
放

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

一
度
利
川
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一度は入ってみたい“露天風呂。

う
る
お
い
の
新
潟

　
　
　
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
新
潟
県
観
光
協
会
で
は
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
の
県
内
の
す
ぐ
れ

た
観
光
資
源
（
白
然
景
観
・
祭
り
・

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
風
物
詩
等
）

を
被
写
体
と
し
た
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
．

　
あ
な
た
の
作
品
が
新
潟
県
の
観

光
パ
ネ
ル
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
よ
．
そ
の
ほ
か
優
秀
な
作
品
に

は
、
県
知
事
賞
以
下
六
卜
四
名
の

方
に
賞
金
と
副
賞
が
川
意
さ
れ
て

い
ま
す
．

▽
応
募
要
領

・
し
め
切
　
卜
一
月
…
．
一
ト
H

・
応
募
先
　
〒
几
κ
O

　
　
新
潟
市
新
光
町
四
－
一
　
新

　
　
潟
県
観
光
課
内
・
新
潟
県
観

　
　
光
協
会
う
る
お
い
の
新
潟
観

　
　
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

・
応
募
規
格

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
四
ツ
切
判

　
に
限
る
（
サ
ー
ビ
ス
四
ツ
切
も

吋
）

・
応
募
規
定

　
作
・
…
は
八
，
年
中
に
撮
影
し
た
白

　
作
品
で
未
発
表
の
も
の
．

・
作
品
の
裏
面
に
（
題
名
・
撮
影

　
場
所
・
H
時
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
）
を
名
記
し

　
た
も
の
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
発
表
は
、
昭
和
六
卜
一
、
一
年
一
月

　
中
句
。
人
選
者
に
は
本
人
に
通

知
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
は
と
思
わ
れ
る
写
真
が
あ

　
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
応
募

　
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＼、

誕
傷
菊

（7）まつのやま

獣
．
鼠

榔
インフルエンザの
　　　　予防接種

一
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
わ
ゆ

る
「
か
ぜ
」
の
一
つ
で
あ
り
、
せ

き
、
の
ど
の
い
た
み
高
い
熱
の
ほ

か
、
関
節
痛
、
寒
け
、
お
う
吐
、

食
欲
不
振
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。
ふ
つ
う
の
「
か
ぜ
」
に
く

ら
べ
症
状
が
重
く
、
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
特
に
小
さ
い
‘
供
や
お
年
寄

り
、
慢
性
の
病
気
を
も
っ
た
人
に

と
っ
て
は
、
注
意
が
必
要
な
病
気

の
一
つ
で
す
．

二
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
に
つ
い
て

　
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
か
か

っ
た
と
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る

の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

我
国
で
は
、
主
と
し
て
流
行
が
広

ま
り
や
す
い
子
供
た
ち
（
小
・
中
・

高
校
生
）
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
．

三
、
予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応

　
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
他
の
病
気
の
ワ
ク
チ
ン

に
く
ら
べ
て
も
、
安
全
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク

チ
ン
と
い
う
異
物
を
体
に
取
り
人

れ
る
の
で
、
注
射
し
た
所
が
赤
く

は
れ
た
り
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
く
ま
れ
に
重
い
副
反

応
を
起
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

四
、
問
診
票
に
っ
い
て

　
子
供
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
．
†
防
接
種
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
う
け
な
い
か
ら
と
い
っ

て
刑
罰
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
．
乎
防
接

種
を
う
け
る
人
が
そ
の
意
義
を
レ

分
理
解
し
て
自
ら
す
す
ん
で
受
け

る
事
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。

　
予
防
接
種
の
意
義
を
十
分
理
解

し
て
、
問
診
票
に
記
人
し
て
く
だ

さ
い
。

　
尚
、
昨
年
ま
で
一
般
の
方
も
集

団
接
種
の
場
で
受
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
受

け
な
い
で
く
だ
さ
い
．

　
希
望
さ
れ
る
方
は
病
院
等
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
、
●

　
　
。
を

　
　
　
　
　
（
　
　
　
，

　
　
ク
磐
し

　
　
q
就
“
〃

　
　
　
　
　
　
〃

「
歯
の
病
気
は

　
　
ひ
と
り
で
治
る
か
？
」

　
皮
膚
の
切
り
傷
が
治
っ
た
と
か
、

風
邪
が
治
っ
た
と
か
、
出
血
が
止

ま
っ
た
と
か
、
骨
折
し
た
箇
所
が

つ
な
が
っ
た
と
か
い
う
こ
と
は
、

身
体
に
白
然
に
治
る
力
が
備
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
歯
の
病
気
に
は
こ

の
よ
う
な
自
然
治
癒
力
が
企
く
期

待
で
き
ま
せ
ん
．
例
え
ば
む
し
歯

で
ひ
ど
い
痛
み
が
あ
っ
た
の
が
、

お
さ
ま
っ
た
か
ら
治
っ
た
と
川
心
っ

て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
は
か
え
っ
て
進
行
し
た
症
状
な

　
　
コ

の
で
す
。
普
通
の
病
気
の
場
合
は
、

必
ず
軍
隊
が
結
成
さ
れ
て
病
原
菌

と
戦
い
ま
す
が
ゾ
歯
に
つ
い
て
は
、

そ
の
軍
隊
が
企
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
一
旦
穴
の
あ
い
た
と
こ

ろ
が
埋
ま
る
と
い
う
再
生
能
力
も

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
割
れ
た

り
ヒ
ビ
が
人
っ
て
も
、
絶
対
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
．

　
歯
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
る
歯

ぐ
き
も
、
そ
の
中
に
あ
る
歯
槽
骨

も
、
普
通
の
粘
膜
や
骨
と
だ
い
ぶ

違
っ
て
厳
し
い
条
件
に
お
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
回
復
す
る

の
は
大
変
難
し
い
の
で
す
。

　
む
し
歯
も
歯
槽
膿
漏
も
、
か
か

ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
定
期
的
に
歯
科
医

師
の
診
断
を
受
け
て
、
も
し
か
か

っ
て
い
た
ら
早
め
に
治
療
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
大
切
な
歯
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

訂
正
・
お
詫
び

　
広
報
九
月
号
の
中
で
、
町
内

長
寿
者
ベ
ス
ト
ニ
○
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
天
水
越
・
佐
藤
方

　
か

て
さ
ん
の
名
前
を
佐
藤
な
お
さ

ん
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
あ
り
ま

・
し
た
．

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。



ー
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う
ト
N
I

まつのやま（6）

う
ち
の
町
に
も

”
露
天
風
呂
”
が

　
松
之
山
に
も
待
望
の
露
天
風
呂

が
完
成
し
、
多
く
の
町
民
及
び
観

光
客
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
数
年
前
に
兎
口
部
落

の
上
部
で
石
汕
の
試
掘
を
し
た
際

に
、
副
産
物
と
し
て
出
た
お
湯
の

有
効
利
用
を
日
的
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
折
り
か
ら

の
温
泉
ブ
ー
ム
に
よ
る
観
光
客
の

増
加
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
露
天
風
呂
の
名
称
及
び
場

10目12日
待望のオーブン

出
来
た
ぞ
～
。

所
は
、
　
”
松
之
山
町
兎
口
露
天
風

呂
”
と
い
い
、
植
木
屋
旅
館
隣
の

ぶ
な
林
の
一
角
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
露
入
風
呂
の
利
川
で
き
る

期
問
は
、
四
月
ド
句
か
ら
ト
月
末

ま
で
で
、
時
問
は
、
朝
し
時
か
ら

夜
八
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
浴
料
は
一
回
三
〇
〇
円

必
要
（
来
年
四
月
か
ら
実
施
）
と

な
り
ま
す
が
、
町
民
に
は
、
当
初

一
名
に
つ
き
、
一
枚
の
無
料
利
川
券

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

　
卜
月
卜
、
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す

る
露
友
風
呂
に
は
、
町
内
の
お
年

寄
り
が
三
日
問
に
わ
た
り
招
待
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
い
っ
ば
い
は
、
無
料
開
放

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

一
度
利
川
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一度は入ってみたい“露天風呂。

う
る
お
い
の
新
潟

　
　
　
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
新
潟
県
観
光
協
会
で
は
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
の
県
内
の
す
ぐ
れ

た
観
光
資
源
（
白
然
景
観
・
祭
り
・

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
風
物
詩
等
）

を
被
写
体
と
し
た
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
．

　
あ
な
た
の
作
品
が
新
潟
県
の
観

光
パ
ネ
ル
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
よ
．
そ
の
ほ
か
優
秀
な
作
品
に

は
、
県
知
事
賞
以
下
六
卜
四
名
の

方
に
賞
金
と
副
賞
が
川
意
さ
れ
て

い
ま
す
．

▽
応
募
要
領

・
し
め
切
　
卜
一
月
…
．
一
ト
H

・
応
募
先
　
〒
几
κ
O

　
　
新
潟
市
新
光
町
四
－
一
　
新

　
　
潟
県
観
光
課
内
・
新
潟
県
観

　
　
光
協
会
う
る
お
い
の
新
潟
観

　
　
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

・
応
募
規
格

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
四
ツ
切
判

　
に
限
る
（
サ
ー
ビ
ス
四
ツ
切
も

吋
）

・
応
募
規
定

　
作
・
…
は
八
，
年
中
に
撮
影
し
た
白

　
作
品
で
未
発
表
の
も
の
．

・
作
品
の
裏
面
に
（
題
名
・
撮
影

　
場
所
・
H
時
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
）
を
名
記
し

　
た
も
の
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
発
表
は
、
昭
和
六
卜
一
、
一
年
一
月

　
中
句
。
人
選
者
に
は
本
人
に
通

知
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
は
と
思
わ
れ
る
写
真
が
あ

　
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
応
募

　
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＼、

誕
傷
菊

（7）まつのやま

獣
．
鼠

榔
インフルエンザの
　　　　予防接種

一
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
わ
ゆ

る
「
か
ぜ
」
の
一
つ
で
あ
り
、
せ

き
、
の
ど
の
い
た
み
高
い
熱
の
ほ

か
、
関
節
痛
、
寒
け
、
お
う
吐
、

食
欲
不
振
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。
ふ
つ
う
の
「
か
ぜ
」
に
く

ら
べ
症
状
が
重
く
、
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
特
に
小
さ
い
‘
供
や
お
年
寄

り
、
慢
性
の
病
気
を
も
っ
た
人
に

と
っ
て
は
、
注
意
が
必
要
な
病
気

の
一
つ
で
す
．

二
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
に
つ
い
て

　
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
か
か

っ
た
と
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る

の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

我
国
で
は
、
主
と
し
て
流
行
が
広

ま
り
や
す
い
子
供
た
ち
（
小
・
中
・

高
校
生
）
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
．

三
、
予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応

　
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
他
の
病
気
の
ワ
ク
チ
ン

に
く
ら
べ
て
も
、
安
全
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク

チ
ン
と
い
う
異
物
を
体
に
取
り
人

れ
る
の
で
、
注
射
し
た
所
が
赤
く

は
れ
た
り
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
く
ま
れ
に
重
い
副
反

応
を
起
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

四
、
問
診
票
に
っ
い
て

　
子
供
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
．
†
防
接
種
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
う
け
な
い
か
ら
と
い
っ

て
刑
罰
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
．
乎
防
接

種
を
う
け
る
人
が
そ
の
意
義
を
レ

分
理
解
し
て
自
ら
す
す
ん
で
受
け

る
事
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。

　
予
防
接
種
の
意
義
を
十
分
理
解

し
て
、
問
診
票
に
記
人
し
て
く
だ

さ
い
。

　
尚
、
昨
年
ま
で
一
般
の
方
も
集

団
接
種
の
場
で
受
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
受

け
な
い
で
く
だ
さ
い
．

　
希
望
さ
れ
る
方
は
病
院
等
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
、
●

　
　
。
を

　
　
　
　
　
（
　
　
　
，

　
　
ク
磐
し

　
　
q
就
“
〃

　
　
　
　
　
　
〃

「
歯
の
病
気
は

　
　
ひ
と
り
で
治
る
か
？
」

　
皮
膚
の
切
り
傷
が
治
っ
た
と
か
、

風
邪
が
治
っ
た
と
か
、
出
血
が
止

ま
っ
た
と
か
、
骨
折
し
た
箇
所
が

つ
な
が
っ
た
と
か
い
う
こ
と
は
、

身
体
に
白
然
に
治
る
力
が
備
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
歯
の
病
気
に
は
こ

の
よ
う
な
自
然
治
癒
力
が
企
く
期

待
で
き
ま
せ
ん
．
例
え
ば
む
し
歯

で
ひ
ど
い
痛
み
が
あ
っ
た
の
が
、

お
さ
ま
っ
た
か
ら
治
っ
た
と
川
心
っ

て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
は
か
え
っ
て
進
行
し
た
症
状
な

　
　
コ

の
で
す
。
普
通
の
病
気
の
場
合
は
、

必
ず
軍
隊
が
結
成
さ
れ
て
病
原
菌

と
戦
い
ま
す
が
ゾ
歯
に
つ
い
て
は
、

そ
の
軍
隊
が
企
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
一
旦
穴
の
あ
い
た
と
こ

ろ
が
埋
ま
る
と
い
う
再
生
能
力
も

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
割
れ
た

り
ヒ
ビ
が
人
っ
て
も
、
絶
対
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
．

　
歯
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
る
歯

ぐ
き
も
、
そ
の
中
に
あ
る
歯
槽
骨

も
、
普
通
の
粘
膜
や
骨
と
だ
い
ぶ

違
っ
て
厳
し
い
条
件
に
お
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
回
復
す
る

の
は
大
変
難
し
い
の
で
す
。

　
む
し
歯
も
歯
槽
膿
漏
も
、
か
か

ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
定
期
的
に
歯
科
医

師
の
診
断
を
受
け
て
、
も
し
か
か

っ
て
い
た
ら
早
め
に
治
療
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
大
切
な
歯
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

訂
正
・
お
詫
び

　
広
報
九
月
号
の
中
で
、
町
内

長
寿
者
ベ
ス
ト
ニ
○
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
天
水
越
・
佐
藤
方

　
か

て
さ
ん
の
名
前
を
佐
藤
な
お
さ

ん
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
あ
り
ま

・
し
た
．

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
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塵

　
　
　
べ
臨

愚

全
＼

モ
チ
が
い
つ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
ぞ
！
東
川
小
学
校

巳童全員が出ての刈り取り作業

　
典
川
小
学
校
で
は
￥
九
目
辻

日
の
土
暗
日
に
児
童
全
員
で
学
校

田
の
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　
春
に
み
ん
な
で
植
え
つ
け
た
モ

」
米
の
苗
が
入
候
に
も
恵
ま
れ
て

順
調
に
成
長
し
、
例
耳
よ
り
少
し

卑
い
刈
り
取
り
日
を
迎
え
た
と
し

う
こ
と
で
す
、

　
二
時
間
目
の
授
業
時
間
を
利
用

し
て
行
わ
れ
た
稲
刈
り
は
、
ま
ず

校
艮
先
生
か
ら
稲
の
尊
さ
と
稲
刈

り
を
◎
る
と
き
の
注
意
を
闇
き
．

教
頭
先
生
か
ら
結
び
万
を
教
え
て

も
ら
っ
た
後
、
高
学
貧
が
刈
り
取

り
、
低
学
貧
が
ハ
サ
場
ま
で
の
運

び
手
と
な
つ
て
作
業
を
進
め
ま
し

　
今

の
了
供
た
ち
は
家
で
の
｝
伍

い
を
あ
ま
り
し
て
い
な
い
ら
し
く

な
か
な
か
う
詠
ζ
、
結
べ
な
い
～
か

多
か
つ
た
よ
う
で
◎
　
そ
れ
で
も
、

田
ん
ば
を
提
供
し
て
い
る
藤
倉
の

関
根
さ
ん
か
ら
も
指
導
を
登
け
な

が
ら
四
十
分
位
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、

乾
燥
さ
れ
、
米
に
し
て
収
穫
祭
に

モ
チ
を
っ
い
て
食
べ
る
そ
う
で
弓
よ
。

　
沢
山
あ
る
と
い
い
で
司
ね
。

「お～い、しっかり投げろよq

　　　　　　　二んなに沢山刈ったよ

今
蕩

「交通安全旗」が松代町から助役

の手に、，

2
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

　
新
潟
県
で
は
〕
秋
の
交
通
安
全

運
動
」
の
　
環
と
し
て
「
交
通
安

全
旗
」
を
全
南
町
村
に
リ
レ
ー
し
、

県
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
一

〕
〕
、
県
知
象
か
ら

「
憂
通
安
全
旗
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
授
笥
さ
れ
、
各
地
区
へ
の
リ
レ

ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
レ
ー
は
．
三
十
日
ま
で

の
十
日
間
を
か
け
て
わ
わ
れ
、
松

之
山
に
は
二
十
h
日
に
、
隣
の
松

代
町
か
ら
島
田
教
育
長
の
手
に
よ

っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
安
全
旗
」
に
は
経
由
し
た
町
村

の
、
町
村
長
・
議
長
の
署
名
が
さ

れ
る
象
に
な
っ
て
お
り
、
松
之
田

で
も
町
長
の
蓄
名
が
な
さ
れ
た
後
、

母
ハ
日
に
安
琢
町
へ
と
リ
レ
ー

さ
れ
ま
し
た
。

　
、
」
の
よ

つ
な
運
動
を
一
つ
の
き

っ
か
け
と
し
て
、
字
赦
の
な
い
明

る
い
町
に
な
っ
て
は
し
い
と
思
い

ま
弓
。

3
秋
祭
り
町
内
各
地
で
に
ぎ
や
か
に
！

　
八
目
の
末
か
ら
九
目
の
初
め
に

か
け
て
、
町
内
各
地
で
秋
祭
り
が

行
わ
れ
ま
◎
．

　
昌
以
上
に
、
に
ぎ
や
か
な
部
落

も
あ
れ
ば
、
形
だ
け
の
祭
り
を
し

て
い
る
部
落
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
徳
年
“
花
火
”
な
ど
打

ち
上
げ
て
に
ぎ
や
か
に
祭
り
を
行

っ
て
い
る
の
が
、
町
の
中
心
部
松

嫉

之
山
部
落
。
小
学
生
の
鼓
笛
隊
を

先
頭
に
し
た
商
店
街
の
バ
レ
ー
ド
。

保
育
園
児
や
大
人
の
担
ぐ
“
み
こ

し
”
も
出
て
、
大
変
に
ぎ
や
か
で

し
た
。
夜
は
道
路
の
一
部
を
歩
絹

者
天
国
に
し
て
、
そ
こ
に
部
落
の

人
達
が
夜
店
を
出
す
な
ど
、
花
火

同
様
、
祭
り
の
盛
り
上
げ
に
一
生

け
ん
命
で
し
た
。嚇

　
松
之
山
部
落
だ
け
で
な
く
、
部

落
で

演
芸
大
会
や
カ
ラ
ズ
ケ
大
会

な
ど
開
催
し
た
所
も
沢
山
あ
っ
た

よ
う
で
◎
よ
。

　
秋
祭
り
が
終
わ
る
と
秋
本
番
。

㏄
葺
中
で

酪
忙
が
し
い
時
期
が

や
っ
て
来
ま
す
。
動
体
だ
け
は
大

切
に
し
た
い
で
◎
ね
。

．
農

嚇譜

おみこし、
保育園児のかわし、し

ニニは祭りのようれ、助さん、角さん

水戸黄
rそのようでユざいます
水梨の秋祭りで演じられ

噸

もなかなかの出来

惣
日

ピ姿が祭り気分を盛り上げる。

、ワッショイワッショイ！
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ミ
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◆

◇
塵

　
　
　
べ
臨

愚

全
＼

モ
チ
が
い
つ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
ぞ
！
東
川
小
学
校

巳童全員が出ての刈り取り作業

　
典
川
小
学
校
で
は
￥
九
目
辻

日
の
土
暗
日
に
児
童
全
員
で
学
校

田
の
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　
春
に
み
ん
な
で
植
え
つ
け
た
モ

」
米
の
苗
が
入
候
に
も
恵
ま
れ
て

順
調
に
成
長
し
、
例
耳
よ
り
少
し

卑
い
刈
り
取
り
日
を
迎
え
た
と
し

う
こ
と
で
す
、

　
二
時
間
目
の
授
業
時
間
を
利
用

し
て
行
わ
れ
た
稲
刈
り
は
、
ま
ず

校
艮
先
生
か
ら
稲
の
尊
さ
と
稲
刈

り
を
◎
る
と
き
の
注
意
を
闇
き
．

教
頭
先
生
か
ら
結
び
万
を
教
え
て

も
ら
っ
た
後
、
高
学
貧
が
刈
り
取

り
、
低
学
貧
が
ハ
サ
場
ま
で
の
運

び
手
と
な
つ
て
作
業
を
進
め
ま
し

　
今

の
了
供
た
ち
は
家
で
の
｝
伍

い
を
あ
ま
り
し
て
い
な
い
ら
し
く

な
か
な
か
う
詠
ζ
、
結
べ
な
い
～
か

多
か
つ
た
よ
う
で
◎
　
そ
れ
で
も
、

田
ん
ば
を
提
供
し
て
い
る
藤
倉
の

関
根
さ
ん
か
ら
も
指
導
を
登
け
な

が
ら
四
十
分
位
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、

乾
燥
さ
れ
、
米
に
し
て
収
穫
祭
に

モ
チ
を
っ
い
て
食
べ
る
そ
う
で
弓
よ
。

　
沢
山
あ
る
と
い
い
で
司
ね
。

「お～い、しっかり投げろよq

　　　　　　　二んなに沢山刈ったよ

今
蕩

「交通安全旗」が松代町から助役

の手に、，

2
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

　
新
潟
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で
は
〕
秋
の
交
通
安
全

運
動
」
の
　
環
と
し
て
「
交
通
安

全
旗
」
を
全
南
町
村
に
リ
レ
ー
し
、

県
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
一

〕
〕
、
県
知
象
か
ら

「
憂
通
安
全
旗
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
授
笥
さ
れ
、
各
地
区
へ
の
リ
レ

ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
レ
ー
は
．
三
十
日
ま
で
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十
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、
松

之
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十
h
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に
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松
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リ
レ
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し
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。
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旗
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の
、
町
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の
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さ

れ
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お
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松
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田
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も
町
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の
蓄
名
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さ
れ
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後
、

母
ハ
日
に
安
琢
町
へ
と
リ
レ
ー

さ
れ
ま
し
た
。

　
、
」
の
よ

つ
な
運
動
を
一
つ
の
き

っ
か
け
と
し
て
、
字
赦
の
な
い
明

る
い
町
に
な
っ
て
は
し
い
と
思
い

ま
弓
。

3
秋
祭
り
町
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各
地
で
に
ぎ
や
か
に
！
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れ
ま
◎
．
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部
落
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祭
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し
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部
落
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で
す
。
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打
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ぎ
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、
町
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中
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松

嫉

之
山
部
落
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物
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葱
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破
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鞄
警
葭
鞍

詳
し
い
こ
算
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μ
〆
さ
い
。

お
尋
雫
さ
㌧
i
－
虜
方
へ

電
話
六
ー
≡
ぞ

　
　
　
　
．
～
こ
ソ
五
番
。

．
、
、
を
見
て
い
嘉
舞
靖
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
し
ら
れ
な
い

q」

事
業
主
の

皆
さ
ん
へ

　
本
格
的
な
高
齢
者
社
会
を
迎
え
、

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
高
年
齢
者

の
雇
川
就
業
機
会
の
増
大
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
労
働
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
、

「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
問
」
と

｛
疋
め
て
、
広
く
杜
会
一
般
や
事
業

主
の
皆
さ
ん
に
、
高
年
齢
者
雇
用

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
．

▽
去
年
十
月
一
日
よ
り
六
十
歳
定

　
年
が
努
力
義
務
と
し
て
、
法
制

　
化
さ
れ
ま
し
た
。
六
卜
未
満
定

　
年
の
骸
業
所
は
、
定
年
制
の
見

　
直
し
を
し
て
、
早
期
の
引
き
上

　
げ
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
高
年
齢
者
の
雇
川
促
進
の
た
め
、

　
助
成
金
制
度
を
は
じ
め
、
各
種

　
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

▽
安
定
所
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用

　
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

　
る
各
種
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
相
談
願
い
ま
す
．

　
　
　
L
越
公
共
職
業
安
定
所

交
通
事
故
の
ご
相
談

は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　
　
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
忌

・
纏
　

　
　
　
　
　
　
・
6
己
．

　
　
　
　
　
　
躍
旗
－

・
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
午
後
四
時
四
十
分
（
平
日
）

ま
で
．

。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
・

第
三
は
休
み
ま
す
）

・
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
i

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八

　
二

※
電
話
の
ご
相
談
も
受
け
ま
す
。

〇
二
五
ー
二
二
五
ー
二
二
二
五

（mまつのやま

行

β立
口

　
大
字
大
荒
戸
の
、
北
は
松
代
町

と
境
を
接
し
、
西
は
川
を
は
さ
ん

で
小
谷
と
向
か
い
合
う
】
帯
を
字

行
部
と
い
う
が
、
お
よ
そ
干
町
歩

に
も
及
ぶ
こ
こ
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
　
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら

の
浦
田
口
村
（
大
字
松
之
山
）
の

飛
び
地
で
あ
り
、
い
ま
も
行
政
区

は
大
字
松
之
山
字
行
部
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
こ
に
は
水
田
五
町
二
反
六
畝

歩
余
（
明
治
三
f
三
年
）
の
ほ
か
、

肉
林
や
草
刈
場
は
薪
や
家
茅
を
提

含

碑

　
　
　
　
　
　
　
オ
お

供
し
て
浦
田
口
村
を
澗
し
て
き
た
。

し
か
し
、
な
ぜ
他
村
に
こ
の
よ
う

な
飛
び
地
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
．

　
伝
説
め
く
が
、
そ
の
昔
行
部
と

呼
ぶ
一
家
が
こ
の
地
に
住
ん
で
い

た
。
．
一
、
三
世
代
は
住
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。
時
代
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
つ
い
に
老
婆
一
人
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
．
老
婆
は
大
荒
戸
村

に
助
け
を
請
う
た
が
、
村
は
こ
れ

を
救
う
ほ
ど
豊
か
で
は
な
か
っ
た
．

　
新
山
村
で
も
受
け
人
れ
て
く
れ

明治32年に石塔建立のとき

の書きつけ帳

縫　　　「　　　　　　　一

、ズ議認

ず
、
老
婆
は
重
い
足
取
り
で
浦
田

口
村
へ
向
か
っ
た
。

　
い
ま
陽
広
芋
裏
の
墓
地
を
訪
ね

る
と
、
　
「
行
部
碑
」
が
わ
ず
か
に

そ
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
Y
．
、
』

　
「
行
部
何
許
の
人
か
を
知
ら
ざ

る
也
。
思
う
に
足
利
時
代
の
豪
族

の
羅
か
．
歪
蒲
二
廷

三
～
九
一
）
浦
川
H
村
外
に
身
を

寄
す
。
長
男
を
大
部
と
称
す
る
も

早
糎
、
次
男
ま
た
父
に
先
ん
ず
。

　
父
行
部
大
い
に
悲
し
み
、
病
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
よ

罹
り
て
つ
い
に
立
た
ず
．
寡
居
の

妻
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。

　
一
村
人
こ
れ
を
憐
み
、
こ
れ
を

養
い
助
く
。
行
部
の
奏
感
泣
し
て

い
わ
く
、
百
年
の
後
、
す
べ
て
の

松之山「陽広寺」裏の墓地の一角に
建立された“行部碑。

田
畑
・
山
林
を
貴
村
に
寄
附
し
、

も
っ
て
積
年
の
愛
顧
・
深
恩
に
報

い
ん
と
欲
す
と
。
幾
謙
も
な
く
奏

ま
た
妓
す
。
…
（
原
漢
文
）
」

　
そ
の
後
浦
川
口
村
で
は
一
基
の

墓
を
建
て
て
そ
の
恩
に
報
い
た
が
、

長
い
風
牽
，
に
碑
文
も
消
え
た
た
め
、

遺
徳
を
後
肌
に
伝
え
よ
う
と
明
治

三
卜
三
年
九
月
、
総
工
費
四
卜
四

円
八
卜
二
銭
八
厘
を
も
っ
て
現
在

の
碑
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

　
字
行
部
の
、
屋
敷
と
も
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
を
』
婆
川
｛
と
い
い
、

開
田
の
際
陶
器
片
が
出
た
と
も
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

え
ら
れ
る
が
、
行
部
と
い
う
人
物

は
い
ま
も
っ
て
謎
に
包
ま
れ
た
ま

ま
で
あ
る
．

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

　
m
月
－
日
オ
ー
プ
ン

　
上
越
市
に
あ
り
ま
す
「
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
」
で
は
、

十
月
［
日
よ
り
崖
内
ス
ケ
ー
ト

場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。

　
夏
の
聞
、
屋
内
ジ
ャ
ン
ボ
プ

！
ル
と
し
て
使
用
し
て
い
た
所

を
、
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
冬
の

間
利
用
す
る
も
の
で
、
利
用
料

金
は
小
・
中
学
生
四
〇
〇
円
、

大
人
八
O
O
円
、
貸
靴
皿
足
二

〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ー
ト
教
室
な
ど
も
開
か

れ
て
い
ま
す
の
で
家
族
連
れ
で

ど
う
で
す
か
．

　
今
年
は
ス
ケ
ー
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

の
丑

　
｛
ノ

～
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者
の
雇
川
促
進
の
た
め
、

　
助
成
金
制
度
を
は
じ
め
、
各
種

　
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

▽
安
定
所
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用

　
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

　
る
各
種
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
相
談
願
い
ま
す
．

　
　
　
L
越
公
共
職
業
安
定
所

交
通
事
故
の
ご
相
談

は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　
　
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
忌

・
纏
　

　
　
　
　
　
　
・
6
己
．

　
　
　
　
　
　
躍
旗
－

・
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
午
後
四
時
四
十
分
（
平
日
）

ま
で
．

。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
・

第
三
は
休
み
ま
す
）

・
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
i

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八

　
二

※
電
話
の
ご
相
談
も
受
け
ま
す
。

〇
二
五
ー
二
二
五
ー
二
二
二
五

（mまつのやま

行

β立
口

　
大
字
大
荒
戸
の
、
北
は
松
代
町

と
境
を
接
し
、
西
は
川
を
は
さ
ん

で
小
谷
と
向
か
い
合
う
】
帯
を
字

行
部
と
い
う
が
、
お
よ
そ
干
町
歩

に
も
及
ぶ
こ
こ
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
　
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら

の
浦
田
口
村
（
大
字
松
之
山
）
の

飛
び
地
で
あ
り
、
い
ま
も
行
政
区

は
大
字
松
之
山
字
行
部
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
こ
に
は
水
田
五
町
二
反
六
畝

歩
余
（
明
治
三
f
三
年
）
の
ほ
か
、

肉
林
や
草
刈
場
は
薪
や
家
茅
を
提

含

碑

　
　
　
　
　
　
　
オ
お

供
し
て
浦
田
口
村
を
澗
し
て
き
た
。

し
か
し
、
な
ぜ
他
村
に
こ
の
よ
う

な
飛
び
地
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
．

　
伝
説
め
く
が
、
そ
の
昔
行
部
と

呼
ぶ
一
家
が
こ
の
地
に
住
ん
で
い

た
。
．
一
、
三
世
代
は
住
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。
時
代
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
つ
い
に
老
婆
一
人
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
．
老
婆
は
大
荒
戸
村

に
助
け
を
請
う
た
が
、
村
は
こ
れ

を
救
う
ほ
ど
豊
か
で
は
な
か
っ
た
．

　
新
山
村
で
も
受
け
人
れ
て
く
れ

明治32年に石塔建立のとき

の書きつけ帳

縫　　　「　　　　　　　一

、ズ議認

ず
、
老
婆
は
重
い
足
取
り
で
浦
田

口
村
へ
向
か
っ
た
。

　
い
ま
陽
広
芋
裏
の
墓
地
を
訪
ね

る
と
、
　
「
行
部
碑
」
が
わ
ず
か
に

そ
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
Y
．
、
』

　
「
行
部
何
許
の
人
か
を
知
ら
ざ

る
也
。
思
う
に
足
利
時
代
の
豪
族

の
羅
か
．
歪
蒲
二
廷

三
～
九
一
）
浦
川
H
村
外
に
身
を

寄
す
。
長
男
を
大
部
と
称
す
る
も

早
糎
、
次
男
ま
た
父
に
先
ん
ず
。

　
父
行
部
大
い
に
悲
し
み
、
病
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
よ

罹
り
て
つ
い
に
立
た
ず
．
寡
居
の

妻
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。

　
一
村
人
こ
れ
を
憐
み
、
こ
れ
を

養
い
助
く
。
行
部
の
奏
感
泣
し
て

い
わ
く
、
百
年
の
後
、
す
べ
て
の

松之山「陽広寺」裏の墓地の一角に
建立された“行部碑。

田
畑
・
山
林
を
貴
村
に
寄
附
し
、

も
っ
て
積
年
の
愛
顧
・
深
恩
に
報

い
ん
と
欲
す
と
。
幾
謙
も
な
く
奏

ま
た
妓
す
。
…
（
原
漢
文
）
」

　
そ
の
後
浦
川
口
村
で
は
一
基
の

墓
を
建
て
て
そ
の
恩
に
報
い
た
が
、

長
い
風
牽
，
に
碑
文
も
消
え
た
た
め
、

遺
徳
を
後
肌
に
伝
え
よ
う
と
明
治

三
卜
三
年
九
月
、
総
工
費
四
卜
四

円
八
卜
二
銭
八
厘
を
も
っ
て
現
在

の
碑
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

　
字
行
部
の
、
屋
敷
と
も
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
を
』
婆
川
｛
と
い
い
、

開
田
の
際
陶
器
片
が
出
た
と
も
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

え
ら
れ
る
が
、
行
部
と
い
う
人
物

は
い
ま
も
っ
て
謎
に
包
ま
れ
た
ま

ま
で
あ
る
．

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

　
m
月
－
日
オ
ー
プ
ン

　
上
越
市
に
あ
り
ま
す
「
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
」
で
は
、

十
月
［
日
よ
り
崖
内
ス
ケ
ー
ト

場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。

　
夏
の
聞
、
屋
内
ジ
ャ
ン
ボ
プ

！
ル
と
し
て
使
用
し
て
い
た
所

を
、
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
冬
の

間
利
用
す
る
も
の
で
、
利
用
料

金
は
小
・
中
学
生
四
〇
〇
円
、

大
人
八
O
O
円
、
貸
靴
皿
足
二

〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ー
ト
教
室
な
ど
も
開
か

れ
て
い
ま
す
の
で
家
族
連
れ
で

ど
う
で
す
か
．

　
今
年
は
ス
ケ
ー
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

の
丑

　
｛
ノ

～



ー
O
肉
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まつのやま（切

「
特
別
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
」

　
新
年
金
制
度
で
は
、
基
礎
年
金

の
導
入
に
伴
い
「
一
人
一
年
金
」

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
年
金
の
障
害
年
金
を
受
け

な
が
ら
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
保
険
料
を
納
め
た
人
、
ま
た
、

障
害
福
祉
年
金
・
国
民
年
金
の
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
保
険

料
を
追
納
し
た
場
合
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
国
民
年
金

か
ら
「
特
別
一
時
金
」
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
額
は
保
険
料
納
付

済
期
間
一
年
に
つ
き
二
万
四
千
円

で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
支
給
を
受

け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
計
算
の
基
礎
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
将
来
、
障
害
の
程
度
が

回
復
し
障
害
年
金
が
支
給
停
止
と

な
る
よ
う
な
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　

く
わ
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な

り
た
い
人
は
役
場
の
年
金
係
で
、

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
よ
ろ
ず

相
談
所
」
開
設

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民

年
金
な
ど
社
会
保
険
に
関
す
る
各

種
相
談
に
応
ず
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
日
程
で
「
社
会
保
険
も
よ
ず

相
談
所
し
を
開
設
し
ま
す
。

　
ど
の
会
場
も
遠
い
所
で
す
が
、

そ
の
方
而
に
出
掛
け
ら
れ
る
方
は

相
談
を
受
け
ら
れ
た
ら
い
か
が
で

し
よ
う
か
。

▽
十
月
十
九
日
（
月
）

　
新
井
商
工
会
議
所
に
て
。

　
（
ど
の
会
場
も
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で
）

▽
十
月
二
十
日
（
火
）

　
糸
魚
川
商
工
会
議
所
に
て
。

▽
十
月
二
十
二
日
（
木
）

　
大
和
デ
。
ハ
ー
ト
上
越
広
前
に
て
。

▽
十
月
二
十
三
日
（
金
）

　
柿
崎
町
商
工
会
に
て
。

Σ上越ふくしまつり

11月8日

上越市で開催

福
祉
は
心
に
う
え
て
い

る
　
で
あ
い
！
ふ
れ
あ
い
！
か
た

り
あ
い
！

　
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
第

一
回
上
越
ふ
く
し
ま
つ
り
」
が
、

十
一
月
八
日
（
日
）
上
越
市
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
障
害
が
あ
ろ
う
と
、
な
か
ろ
う

と
、
老
い
も
若
き
も
共
に
手
を
た

ず
さ
え
、
明
る
く
楽
し
い
人
間
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
開
か
れ
る
こ
の

ま
つ
り
に
は
、
各
町
村
か
ら
の
郷

土
物
産
市
や
、
福
祉
作
品
展
示
即

売
な
ど
、
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
も
配
ら
れ
る

そ
う
で
す
が
、
是
非
、
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
．

10
月
2
6
日
～
1
1
月
■
日

「
消
え
た
か
な
！

気
に
な
る

あ
の
火
　
も
う
一
度
」

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

防
火
思
想
の
一
層
の
普
及
を
は
か

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
に
よ
り
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま

す
。
　
「
わ
が
家
か
ら
は
火
を
出
さ

な
い
」
を
へ
具
面
葉
に
、
次
の
点
に

充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
か
ら
離
れ
る
時
は
、
そ
の

　
都
度
火
を
消
す
。

▽
火
気
の
周
り
は
、
常
に
整
理
整

　
頓
し
可
燃
物
は
躍
か
な
い
。

▽
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

▽
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
等
は
、
チ

　
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に
。

▽
ス
ト
ー
ブ
等
火
を
つ
け
た
ま
ま

　
で
持
ち
運
び
や
給
油
は
し
な
い
。

▽
タ
コ
足
配
線
は
し
な
い
。

▽
ガ
ス
器
具
は
、
使
用
後
器
具
栓

　
だ
け
で
な
く
、
兀
栓
も
し
め
る
。

▽
屋
外
で
の
ご
み
焼
却
、
た
き
火
、

　
ぬ
か
焼
等
は
、
消
火
の
備
え
と

　
監
視
を
励
行
し
、
特
に
風
の
あ

　
る
H
は
中
止
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ノ
・

火の用ベズ

ダィ朔ウ方妨．

　　　　　；佃τ

艇
。
o

D　　　　　　　　　　　　『

　　　で　　　　　グ　ラ

曾。．＿
　　　　　、
　　へ！図D　　　⊂；ン㊥
　（、

　　よ
　　ろ
　　し
　　く
　　お
務
、 願
さ　

墾霧い
麟　し
メヤヒレ　　コ　コ

慾ま
繕す筋

湯
本
駐
在
所
勤
務

井
川
一
成
巡
査

末
に
　
長
岡
高
速
警
備
隊
に
転
勤

さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
新
潟
中

央
警
察
署
か
ら
井
川
一
成
巡
査
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
川
さ
ん
は
二
＋
八
歳
で
、
奥

さ
ん
の
浩
美
さ
ん
と
長
男
の
遺
成

君
の
三
人
家
族
だ
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
新
潟
市
に
住
ん
で
い
た

の
で
、
松
之
山
の
よ
う
な
山
村
で

の
勤
務
や
生
活
は
初
め
て
と
か
。

　
一
日
も
早
く
松
之
山
の
生
活
に

馴
染
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
防

犯
等
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
．

　
貴
蜜
な
／
妬
ソ
、
、

鮎レ姦

麟
礎
．

　
　
　
　
㍉
入
μ
　
　
ー

　
　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
4
1
＼
、
＼

恒
継

62年度全国防犯運動
10月11日～20日まで

　警察・関係機関及び地域住民が一体となって、防犯運動

を全国一斉に実施することによって、国民の防犯意識を高

めてもじ）い、安全で住みよい地域社会を作ることを目的に

全国防犯運動を実施します。

〉統一標語

・愛車へのいたわり示すドアロック

・防犯は　日ごと　家ごと　地域こ9と

〉運動の重点

　自動車盗難・侵入盗難などの防犯診断や指導。少年の非

　行防止。悪質商法による被害の防止などを重、点に、期問

　中運動を行います。

　今年の交通事故発生件数及び、それにともなう死傷者は

異常なほど多くなっています。

　みんなで注意しましょう。

籍塊71』
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一
¶
月
／
　
　
　
　
／

一
必
、
で
　
イ
、

新
潟
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
新
潟
労
働
基
準
局

・
十
月
三
日
か
ら
一
日

　
三
、
五
四
六
円
に
。

・
時
間
給
の
場
合
　
一
時
間

　
　
　
四
四
四
円
に
、

※
こ
の
最
低
賃
金
額
は
業
種
・
業

　
務
・
年
齢
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

　
臨
時
雇
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま

　
す
．

※
労
働
保
険
の
未
加
入
事
業
場
は

　
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
。

⑬まつのやま

さめや窄君夢
　　　也フ才す　　矛一

　
　
　
＼
◎
グ

』
蒼
が
．
…
櫓
、

　
　
差
r
、
＼

戸籍の窓
おめでた（雌）

とも　み

友美ちゃん　佐藤　幸夫さんの長女（天水越
なつ　き

夏紀ちゃん　小野塚文雄さんの長女（東　川

　　お《摯み　（露亡）

福原恵美子さん　54歳（坂　下）沖

相沢　イチさん　72歳（湯　山）文七

佐藤　ヤスさん　92歳（天水越）半木
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「
特
別
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
」

　
新
年
金
制
度
で
は
、
基
礎
年
金

の
導
入
に
伴
い
「
一
人
一
年
金
」

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
年
金
の
障
害
年
金
を
受
け

な
が
ら
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
保
険
料
を
納
め
た
人
、
ま
た
、

障
害
福
祉
年
金
・
国
民
年
金
の
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
保
険

料
を
追
納
し
た
場
合
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
国
民
年
金

か
ら
「
特
別
一
時
金
」
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
額
は
保
険
料
納
付

済
期
間
一
年
に
つ
き
二
万
四
千
円

で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
支
給
を
受

け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
計
算
の
基
礎
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
将
来
、
障
害
の
程
度
が

回
復
し
障
害
年
金
が
支
給
停
止
と

な
る
よ
う
な
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　

く
わ
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な

り
た
い
人
は
役
場
の
年
金
係
で
、

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
よ
ろ
ず

相
談
所
」
開
設

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民

年
金
な
ど
社
会
保
険
に
関
す
る
各

種
相
談
に
応
ず
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
日
程
で
「
社
会
保
険
も
よ
ず

相
談
所
し
を
開
設
し
ま
す
。

　
ど
の
会
場
も
遠
い
所
で
す
が
、

そ
の
方
而
に
出
掛
け
ら
れ
る
方
は

相
談
を
受
け
ら
れ
た
ら
い
か
が
で

し
よ
う
か
。

▽
十
月
十
九
日
（
月
）

　
新
井
商
工
会
議
所
に
て
。

　
（
ど
の
会
場
も
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で
）

▽
十
月
二
十
日
（
火
）

　
糸
魚
川
商
工
会
議
所
に
て
。

▽
十
月
二
十
二
日
（
木
）

　
大
和
デ
。
ハ
ー
ト
上
越
広
前
に
て
。

▽
十
月
二
十
三
日
（
金
）

　
柿
崎
町
商
工
会
に
て
。

Σ上越ふくしまつり

11月8日

上越市で開催

福
祉
は
心
に
う
え
て
い

る
　
で
あ
い
！
ふ
れ
あ
い
！
か
た

り
あ
い
！

　
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
第

一
回
上
越
ふ
く
し
ま
つ
り
」
が
、

十
一
月
八
日
（
日
）
上
越
市
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
障
害
が
あ
ろ
う
と
、
な
か
ろ
う

と
、
老
い
も
若
き
も
共
に
手
を
た

ず
さ
え
、
明
る
く
楽
し
い
人
間
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
開
か
れ
る
こ
の

ま
つ
り
に
は
、
各
町
村
か
ら
の
郷

土
物
産
市
や
、
福
祉
作
品
展
示
即

売
な
ど
、
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
も
配
ら
れ
る

そ
う
で
す
が
、
是
非
、
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
．

10
月
2
6
日
～
1
1
月
■
日

「
消
え
た
か
な
！

気
に
な
る

あ
の
火
　
も
う
一
度
」

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

防
火
思
想
の
一
層
の
普
及
を
は
か

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
に
よ
り
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま

す
。
　
「
わ
が
家
か
ら
は
火
を
出
さ

な
い
」
を
へ
具
面
葉
に
、
次
の
点
に

充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
か
ら
離
れ
る
時
は
、
そ
の

　
都
度
火
を
消
す
。

▽
火
気
の
周
り
は
、
常
に
整
理
整

　
頓
し
可
燃
物
は
躍
か
な
い
。

▽
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

▽
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
等
は
、
チ

　
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に
。

▽
ス
ト
ー
ブ
等
火
を
つ
け
た
ま
ま

　
で
持
ち
運
び
や
給
油
は
し
な
い
。

▽
タ
コ
足
配
線
は
し
な
い
。

▽
ガ
ス
器
具
は
、
使
用
後
器
具
栓

　
だ
け
で
な
く
、
兀
栓
も
し
め
る
。

▽
屋
外
で
の
ご
み
焼
却
、
た
き
火
、

　
ぬ
か
焼
等
は
、
消
火
の
備
え
と

　
監
視
を
励
行
し
、
特
に
風
の
あ

　
る
H
は
中
止
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ノ
・

火の用ベズ

ダィ朔ウ方妨．

　　　　　；佃τ

艇
。
o
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　　よ
　　ろ
　　し
　　く
　　お
務
、 願
さ　

墾霧い
麟　し
メヤヒレ　　コ　コ

慾ま
繕す筋

湯
本
駐
在
所
勤
務

井
川
一
成
巡
査

末
に
　
長
岡
高
速
警
備
隊
に
転
勤

さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
新
潟
中

央
警
察
署
か
ら
井
川
一
成
巡
査
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
川
さ
ん
は
二
＋
八
歳
で
、
奥

さ
ん
の
浩
美
さ
ん
と
長
男
の
遺
成

君
の
三
人
家
族
だ
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
新
潟
市
に
住
ん
で
い
た

の
で
、
松
之
山
の
よ
う
な
山
村
で

の
勤
務
や
生
活
は
初
め
て
と
か
。

　
一
日
も
早
く
松
之
山
の
生
活
に

馴
染
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
防

犯
等
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
．

　
貴
蜜
な
／
妬
ソ
、
、

鮎レ姦

麟
礎
．

　
　
　
　
㍉
入
μ
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吻
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
4
1
＼
、
＼

恒
継

62年度全国防犯運動
10月11日～20日まで

　警察・関係機関及び地域住民が一体となって、防犯運動

を全国一斉に実施することによって、国民の防犯意識を高

めてもじ）い、安全で住みよい地域社会を作ることを目的に

全国防犯運動を実施します。

〉統一標語

・愛車へのいたわり示すドアロック

・防犯は　日ごと　家ごと　地域こ9と

〉運動の重点

　自動車盗難・侵入盗難などの防犯診断や指導。少年の非

　行防止。悪質商法による被害の防止などを重、点に、期問

　中運動を行います。

　今年の交通事故発生件数及び、それにともなう死傷者は

異常なほど多くなっています。

　みんなで注意しましょう。
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一
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一
必
、
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イ
、

新
潟
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
新
潟
労
働
基
準
局

・
十
月
三
日
か
ら
一
日

　
三
、
五
四
六
円
に
。

・
時
間
給
の
場
合
　
一
時
間

　
　
　
四
四
四
円
に
、

※
こ
の
最
低
賃
金
額
は
業
種
・
業

　
務
・
年
齢
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

　
臨
時
雇
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま

　
す
．

※
労
働
保
険
の
未
加
入
事
業
場
は

　
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
。

⑬まつのやま

さめや窄君夢
　　　也フ才す　　矛一

　
　
　
＼
◎
グ

』
蒼
が
．
…
櫓
、

　
　
差
r
、
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戸籍の窓
おめでた（雌）

とも　み

友美ちゃん　佐藤　幸夫さんの長女（天水越
なつ　き

夏紀ちゃん　小野塚文雄さんの長女（東　川

　　お《摯み　（露亡）

福原恵美子さん　54歳（坂　下）沖

相沢　イチさん　72歳（湯　山）文七

佐藤　ヤスさん　92歳（天水越）半木



1
に
N
l

まつのやま（哺

襲頑嚇
16』蓉＼

　　　　おひめさま

おのづかまどかさん

つな引きの

メンバー募集

天水島チームより

　
い
つ
の
大
会
で
も
圧
倒
的
な
強

さ
を
み
せ
て
い
る
”
天
水
島
チ
ー

ム
”
で
、
上
越
・
県
大
会
に
出
場

す
る
た
め
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
出
稼
ぎ
な

ど
で
人
数
が
足
り
な
く
な
る
た
め

で
、
｝
人
で
も
大
勢
で
も
大
歓
迎

す
る
そ
ラ
で
す
。

　
島
チ
ー
ム
は
、
上
部
の
大
会
に

欄
、

』
、
嘩

む
け
練
習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

（
3
H
・
6
日
・
9
日
と
い
う
よ

う
に
三
日
お
き
に
松
里
小
で
夜
七

時
半
か
ら
）

　
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
方
は
、

練
習
会
場
の
方
へ
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
．

連
絡
先
　
大
水
島
　
中
山
さ
ん
ま

　
　
　
で
六
ー
二
七
三
二

憂菰
務

　
　
　
　
　
お　　　　おうち　　　　　　　　しまだこうくん

〆’，循矯勲

、1騒澱．欝幽詣轟

△娯購IIそ暑　ヤ・蒼
　　　お父さんの顔　　　　　　さとうまりえさん

1蹴蕊遜適
灘騨夢毒、漣噂
　　　　くだもの　　　　　やまぎしゆういちくん

厘
塵

▼
九
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
i
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
大
会

10▼30　28181716111074　2日十日　日日日日日日日日　旧
　月
町の農ま九町総農民人臨決せ7窒
民予業で月温務業生権時算会和
駅定委）議泉民察禿和講ll5／f　 il

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
会

決
算
監
査

臨
時
議
会

人
権
相
談
（
セ
ン
タ
i
）

民
生
委
員
協
議
会

農
業
祭
打
合
せ
会

総
務
民
生
委
員
会

町
温
泉
委
貝
会

九
月
議
会
定
例
会
（
2
9
日

ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

町
民
駅
ハ
伝
大
ム
ム
・
健
康
マ

ヤ
ソ
ン
・
キ
ノ
コ
狩
り

25　24　20　19　16　15

日H［i日日日

兎
口
露
天
風
呂
オ
ー
プ
ン

消
阻
分
団
長
会
議

出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
i
会

坂
口
安
吾
文
学
碑
除
幕
式

錦
鯉
品
評
会

松
之
山
農
業
祭

　
忙
し
い
忙
し
い
で
｝
カ
月
が
あ

っ
と
い
う
闇
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
農
作
業
の
方
は

い
か
が
で
し
よ
う
か
。
今
年
は
比

較
的
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
さ
て
、
秋
も
半
ば
と
な
リ
ス
ポ

ー
ッ
、
読
書
、
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン

真
っ
盛
り
と
い
っ
た
所
で
す
。

　
十
月
は
駅
伝
・
農
業
祭
と
行
事

が
盛
り
沢
山
で
す
。
み
ん
な
で
参

劫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
87
年
1
0
月
号

髪
行
／
楚
勲
趣
癖
鯉
錯
評
・

硬

“
・

｝踊哩

口
毎
月
1
回
m
日
発
行

幻
欄
傑
〆
鍵
疇
驚
押

第3回健康マラゾジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198711月身（，、1、11

月旧現在’ロ総人口4」57人（一8〉口男2・9」6人（一2）白女2」21人（‘6）白世轍1，零25戸（一5、）

）内は10月1日との比較


